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I. 総括研究報告書 

 

親子の心の診療を実施するための人材育成方法と診療ガイドライン・保健指導プログラムの作

成に関する研究 

永光信一郎（久留米大学小児科学講座） 

 

 

II. 分担研究報告 

 

1. ライフステージからみた親子の心の診療に関する多職種連携に関する研究 

永光信一郎（久留米大学小児科学講座） 

 

2. 小児科視点からみた親子の心の診療に関する課題整理と対策 

村上 佳津美 （近畿大学医学部堺病院 心身診療科） 

 

3. 親子の心の診療が必要な家族の実態調査に関する研究 

岡田 あゆみ （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科小児医科学） 

 

4. 子どものこころの診療におけるひとり親家庭の現状 

山崎 知克 （浜松市子どものこころの診療所） 

 

5. 摂食障害の子どもと親の関係性調査に関する研究 

道端 伸明 （東京大学大学院医学系研究科ヘルスサービスリサーチ講座） 

 

6. 親子の心の診療に関する研究 

大西 雄一（東海大学医学部専門診療学系精神科学） 

 

7. 産後健診による育児困難事例の早期発見 

荻田 和秀 （りんくう総合医療センター産婦人科） 

 



 

8. 親子の心の診療 における産科・ 精神科連携体制 の提案 関する研究 

川名 敬 （日本大学医学部産婦人科）鮫島浩二（さめじまボンディングクリニック） 

 

9. 産後うつ病の母親と子どもの関係に関する研究 

山下 洋 （九州大学病院子どものこころの診療部） 

 

10. メンタルヘルスの問題を抱える妊産婦と家族への支援体制の構築 

片岡 弥恵子 （聖路加国際大学大学院ウィメンズヘルス・助産学） 

 

11. メンタルヘルス・育児の問題を抱える妊産婦と家族への支援体制の構築 

―１地方における支援体制の現状と課題― 

平林 優子 （信州大学医学部保健学科 小児・母性看護学領域） 

 

12. 発達障害をもつ家庭の親子支援に関する研究 食事に関する問題行動への対応策 

岡  明 （東京大学医学部小児科） 

 

13. 学校における保健教育の現状 

内山 有子 （東洋大学ライフデザイン学部） 

 

14. 健やか親子 21（第 2次）との連携・事業推進―子どもの自殺に対する意識向上と対策

の共有に関するアンケート調査― 

三牧 正和 （帝京大学医学部小児科学講座） 

 

15. 研究思春期医療を担う人材育成のための教育プログラム開発に関する研究 

関口 進一郎 （慶應義塾大学医学部小児科学教室） 

 

16. CBT を用いた親と子の心のケアを実施するための人材育成法と保健プログラムの開発 

堀越 勝（国立精神・神経医療研究センター 認知行動療法センター） 

 

17. CBT を用いた親と子の心のケアを実施するための人材育成法と保健プログラムの開発 

片柳 章子（国立精神・神経医療研究センター 認知行動療法センター） 



III. 参考資料 

• 親子の心の診療に関する多職種連携に関するアンケート 

① 福岡県/ 大分県 市町村用アンケート 

② 福岡県/ 大分県 小児科医療機関用アンケート 

③ 福岡県/ 大分県 精神科医療機関用アンケート 

④ 福岡県/ 大分県 産婦人科医療機関用アンケート 

（アンケートは福岡県用のみを掲載。大分県用の設問項目は福岡県用と同一） 

⑤ 都道府県 小児科医会用アンケート 

⑥ 都道府県 精神神経科診療所協会用アンケート 

⑦ 都道府県 産婦人科医会用アンケート 

• 親子の心の診療に関する多職種連携に関するアンケート集計結果 

① 福岡県/ 大分県 行政機関 小児科 産婦人科 精神科医療機関比較 

② 福岡県/ 大分県 行政機関比較 

③ 福岡県/ 大分県 小児科医療機関比較 

④ 福岡県/ 大分県 産婦人科医療機関比較 

⑤ 福岡県/ 大分県 精神科医療機関比較 

⑥ 福岡県（福岡地域 北九州地域 筑豊地域 筑後地域）行政機関比較 

⑦ 福岡県（人口 3 万人未満地域 3 万人以上地域別）行政機関比較 

⑧ 大分県（人口 3 万人未満地域 3 万人以上地域別）行政機関比較 

⑨ 都道府県 小児科/ 産婦人科医会・精神神経科診療所協会比較（行政参参考データ含む） 


